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第２回環境分野連携検討ワーキンググループ次第  

 
 
１ あいさつ  
 
２ 議題  
 （１）第１回 WG の論点整理  
 

（２）川崎市環境局における取組例について  
 
 （３）（仮）かわさきグリーンイノベーションクラスターへの要望について  
 
 （４）その他  
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第１回環境分野連携検討ワーキンググループの論点整理 

 

 

１ ワーキンググループについて 

  別紙資料１により説明 

  ◇質疑なし 

 

２ （仮称）かわさきグリーンイノベーションクラスターについて 

  別紙資料２，３により説明 

  ◇質疑なし 

 

３ かわビズネットと環境分野との具体的な連携内容について 

  別紙資料４により説明 

  ◇主な意見・疑問点など 

（期待することなど） 

①水以外の分野との連携が可能となる点が心強い 

②環境分野で連携した海外の都市への参入可能性に期待 

③住民の啓蒙活動など企業では経験のない分野で行政との連携を期待 

④環境分野は国の様々な省庁にまたがるため、川崎市のそれぞれの局が有す

る国等とのパイプの活用に期待 

⑤クラスターに参画する企業の技術の把握、自社技術・製品をアピールする

機会があると協業にもつながる。 

⑥水分野と環境分野のパッケージ化という視点は新たな世界が開ける 

 

（疑問点など） 

①GIC が対象とする「環境」が幅広く、具体的にどのような技術・事業なの

かがつかみづらい 

②GIC に関してもう少し具体的な形を見たい 

③GIC とかわビズネットの守備範囲が分かりづらい。 

④GIC は全市横断的な位置づけになる場合、かわビズネットとの関係はどう

なるのか 

⑤GIC とかわビズネット双方に参加した場合の情報提供の二重化への懸念 
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（仮）かわさきグリーンイノベーションクラスターとかわビズネットの連携について（素案）

①ＧＩＣ参画企業の技術等の把握やかわビズ会員企業の技術・製品の紹介

②メーリングリストによる各種情報の共有化

③環境分野でのＦＳ情報の提供

④環境分野への参入に向けたセミナーの開催

（１） 案件のパッケージ化

①環境分野で連携している海外都市への参入

②住民の啓蒙活動など企業では経験のない分野での行政との連携

③市の各局が有する国等とのパイプの活用

④環境分野で連携している研究機関や団体との連携

（２） ネットワークの活用

①水分野と環境分野をセットにした案件の提案

a 水質規制の必要性と下水道の整備

b 下水汚泥と廃棄物の混合処理

c 温室効果ガス削減に向けた水道・下水道の整備

（３）情報共有・情報提供
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■（仮）かわさきグリーンイノベーションクラスター（ＧＩＣ）とかわビズネットとの想定される連携体制 

 

想定連携体制 かわビズが団体会員として加盟＋個別会員としての加盟も可 かわビズが外部組織として連携 

想定スキーム 

 

 

メリット 

・かわビズ会員の意思決定をＧＩＣへダイレクトに反映させることが可能 
・かわビズ会員は、同じＧＩＣ会員であるかわビズ非会員とも環境分野で連携が可能 
・ＧＩＣ内に川崎市の環境分野が包括され、環境分野・水分野の情報共有が容易になる。 
・個別加盟も可能とし、フレキシブルな対応を可能にする。 

・かわビズ会員毎に、ＧＩＣに加盟するか否かの判断が可能。 

デメリット 
・かわビズ会員の中でＧＩＣに参加を望まない者もＧＩＣに参加することとなる。 
・かわビズ会員に対する情報提供や意見集約がかわビズ事務局を通して行われるため、タイ

ムラグが発生する可能性がある。 

・双方加盟する場合、二重の手続が発生し、会員の負担増加 
・ＧＩＣ内の水分野との整合性を整理する必要がある。また、整理した場合でも水分野の二重構

造になる懸念が残る。 
・2 つの別組織が並行して存在するため、情報の集約等の仕組み構築が必要 

検

討

課

題 

会員の意向 ・かわビズ会員全体に対し、ＧＩＣとの連携体制についてメリット・デメリットを示した上で意向を確認する必要がある。特に、団体会員となる場合、各会員のＧＩＣ参加意向について配慮

する必要がある。 ※ＧＩＣの会費については当面の間無料を予定 

かわビズ非会

員との連携 

・かわビズネットのサポートは会員に対し行うため、ＧＩＣ会員でかわビズ非会員の企業と水分野で連携を行う場合の整理が必要 
①ＧＩＣの会員であればかわビズの会員でなくてもサポートする、②希望によりかわビズ会員に登録した上でサポートする、③ＧＩＣの会員をかわビズ準会員等にする、④個別プロジェク

トへの参加であればかわビズネット会員である必要はなく（例：豪・クィーンズランド州における積水ハウス㈱の事例）、経常的な連携であればかわビズ会員になることを促す 等 

両組織におけ

る水分野の対

応の取り扱い 

・環境分野（ＧＩＣ）と水分野（かわビズネット）の活動範囲について、ＧＩＣ側と確認が必要 
・外部組織として連携する場合には前述のデメリット記載の通りだが、かわビズネットが団体会員となった場合でも水分野の取り扱いについて整理が必要 
・仮に、かわビズ会員とかわビズ非会員との連携が大きな差別化がなく行われる場合には、ＧＩＣにおける水分野の活動については、かわビズネット（事務局）と情報共有・連携を行うこと

が考えられる。この場合、かわビズネットの既往のノウハウや連携体制が生かされ効率的である。 
・ＧＩＣでは国内における活動も想定しているが、かわビズネットの活動範囲は海外のみとする。 

個別会員と団

体会員の違い ・ＧＩＣには多くの個別会員が参加することも想定されるため、ＧＩＣの運営における団体会員と個別会員の役割の違い等についてあらかじめ確認する必要がある。 
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